
茶類サプライチェーンにおける
SD / SI の実装
茶類サプライチェーンにおけるSD/SIの実装についての更新情報、要件、時期、
茶類投資計画テンプレート、SD/SI関連マルチトレース使用に関するデモンスト
レーション、SD/SIの支払いについて、SD/SI関連文言や役立つリンク集

2023年10月11日 上松 紀代子
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本日の説明会内容

1. 責任の共有について

2. 茶類におけるSD/SI

3. 投資計画と報告

4. デモンストレーション –マルチトレースにおけるSD/SI金額
の設定

5. SD/SIに関する請求と支払い

6. 責任の共有に関連する文言

7. リンク集



責任の共有について



2020持続可能な農
業基準の責任の共有
要件への取り組みに
よって

責任あるビジ
ネスを新たな
常識に
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責任の共有: 持続可能な生産への報酬とコスト共有
のバランスを取る

既存の認証プログラムは、生産者が不公
平な負担を負う可能性があります。

持続可能な生産のための報酬についての
バランを取り、リスクを共有し、サプラ
イチェーンが以下について取り組めるよ
うにする必要があります。

• 生産者の持続可能性への取り組みに
報いる

= サステイナビリティ差額（SD）

• 認証取得とその維持のために必要な
投資に貢献する

= サステイナビリティ投資（SI）

Brands / traders Producers

Physical 
production 

Certification
requirements

Impact of climate 
change

Uncertain market 
access 

Control of market 

Broad financial 
base 

Brand value 

Shared 
Responsibility
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責任の共有の構成要素：SD と SI

サステイナビリティ投資 (SI)

2020認証基準に対する認証を取得、
および維持するために必要な投資に
貢献するための現金または現物によ
る投資

労働者の福利厚生に関連する投資は
投資計画に含まれている必要があり、
農場経営者/管理者は、労働者の代表
者にそれらの投資の配分について相
談しなければならない。

サステイナビリティ差額 (SD)

生産者の持続可能性への取り組みに報
いるために、市場価格に加えての追加
の金額の、金銭による必須の支払い



SDとSIの必要性とは？

• 持続可能な茶類生産に投資する手段を提供することで、認証農園を支
援する

• 企業が持続可能性の価値を評価し、より持続可能な生産に投資し、そ
れに報いることを促す

• より持続可能な習慣を取り入れようとする努力が報われるよう、サプ
ライチェーンを通じて生産者とブランドオーナー/梱包業者の間で認証
に関連するコストと利益を分配

• 労働者の福利など、最も必要なところに投資を絞ることを支援する

• 労働者のサステイナビリティ投資への需要に関する透明性を促進

• 企業がサプライチェーンにおける投資の関連する影響をより詳細に追
跡できるようにする
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ロイヤリティ（使用料）とSD/SI
レインフォレスト・アライアンスは認証基準や方針を開発し、認証機関向けに認証に関する
データベース及び品質管理システムの運営、苦情や要請の管理をしています。またレインフォ
レスト・アライアンス認証を謳う製品が認証供給元からきているという表示を裏付けるために
サプライチェーンを通じて遡れるようにすることや、市場でのレインフォレスト・アライアン
ス認証マークの認知度の促進、その効果の測定、さらに世間での認識を高めるための活動に役
立つコミュニケーションツールの制作などを継続して行っています。ロイヤリティ（使用料）
はこれらレインフォレスト・アライアンスの認証プログラムにおける改善と継続のためにも使
用されています。

活動 加工内容 MTT上での登録

ブレンド ブレンド Mix（混合）

加工 荒茶からカフェインレス荒茶 Conversion （転換）

荒茶からインスタント茶（粉） Conversion （転換）

荒茶からインスタント茶（液体） Conversion （転換）

荒茶の複数原料製品化 Report Manufacturing
（複数原料製品の報告）

認証製品と
しての販売

荒茶、生茶葉に関わらず、レインフォ
レスト・アライアンス認証を謳う、ま
たレインフォレスト・アライアンス認
証として販売

Redeem（引き換え）

• サプライチェーン上
で一度の請求

• 請求は四半期ごと
• 支払い先はレイン
フォレスト・アライ
アン

• 荒茶換算で
USD12.50/トン

• 詳しくはこちら

https://www.rainforest-alliance.org/ja/business-ja/%e8%aa%8d%e8%a8%bc/%e3%83%ac%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%83%95%e3%82%a9%e3%83%ac%e3%82%b9%e3%83%88%e3%83%bb%e3%82%a2%e3%83%a9%e3%82%a4%e3%82%a2%e3%83%b3%e3%82%b9%e8%aa%8d%e8%a8%bc%e3%81%ab%e3%81%af%e3%81%84%e3%81%8f%e3%82%89/


茶類部門にとっての意義とは

茶類における責任の共有要件の実装



1. サプライチェーンにおいてSD/SIの支払いに対して責任を負うのはブランドオーナーです。トレーサ
ビリティプラットフォーム マルチトレースを介して引き換え（Redeem）を行う認証保有者が
SD/SIを約束し、支払いを行います。

2. 2023年7月1日以降、レインフォレスト・アライアンス認証を謳う、またレインフォレスト・アライ
アンス認証として販売されたため、マルチトレース上でRedeemされた全数量はSD/SI支払いの対象
となります。

3. レインフォレスト・アライアンスはSD/SI支払いの最低金額の設定を、現段階では行いません。ただ
し、公平を保つことを促すためにも、ブランドオーナーによってRedeemされたレインフォレス
ト・アライアンス認証茶に対し、1トンあたりSDは10米ドル以上、SIは40米ドル以上を指標として
います。

4. 小売（外食）ブランドオーナー企業の自社ブランド茶製品を梱包業者が供給している場合、（小売
（外食）ブランドオーナー企業がトレーサビリティに関与しない限り）梱包業者がRedeemを行い、
SD/SIの支払いも梱包業者が代理で行います。小売（外食）ブランドオーナー企業はSD/SI金額を次
の契約サイクルに含め、梱包業者に払い戻す責任があります。

5. 第三者が運営する支払機能はブランド所有者と農場認証保有者（ブランド所有者の製品原料を提供
する）間の支払いを管理します。

6. すべての農場認証保有者は2020認証基準の審査に先立ち、SIの配分と使用方法についての投資計画
を作成することが要求されています。茶類の農場認証保有者においては簡略化された投資計画テン
プレートを使用する必要があります。

7. トレーサビリティの重要性：農場認証保有者とサプライチェーン認証保有者の両者が、梱包業者レ
ベルまでマルチトレースでトレーサビリティを報告しない限り、SD/SIの実装は不可能です。SD/SI
を実施するためにも、農場認証保有者から最低限梱包業者までの端と端をつなぐトレーサビリティ
が必要です。

責任の共有：茶類部門にとっての意義とは（概
要）

https://si-form.ra.org/
https://si-form.ra.org/
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農場認証保有者向けのSD/SIに関する要件

農場認証保有者は以下の取り組みが必須です。

• SD/SIを受け取るための第三者支払機能への登録*

• 受け取ったSD/SIについて文書化

• SD: SD金額の全額を団体構成員に送金する、もしくはSD金額を
労働者の利益のために使用する

• 投資計画を策定する

• 投資計画に基づきSIを使用する

• 投資計画にしたがって使用されたSIを文書化する

＊レインフォレスト・アライアンでは農場認証保有者、ブランドオーナー/梱包業者間のSD/SI
金額の支払を支援するために提供する第三者支払機関の使用を指示しています。
なお、ブランドオーナー/梱包業者がすでにサプライチェーン上の農場認証保有者と直接的な取
引関係があり、その農場認証保有者にSD/SIを直接支払っている場合、農場認証保有者に直接送
金することも可能です。ただし、なおも適用されるSD/SI関連要件への遵守は必要です。
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概要: ブランドオーナー/梱包業者向けのSD/SIに関
する要件

サプライチェーン認証保有者（ブランドオーナー/梱包業者）は以下の取
り組みが必須です。

• SD/SIについて取り組み、その金額をレインフォレスト・アライアンス
トレーサビリティプラットフォームで確認する

• （該当する場合）トレーサビリティプラットフォームにおいて、フッ
トプリント内の全農場認証保有者に対して支払われたプレミアムおよ
び/または投資についてを記録する

• 請求書の諸条件にしたがってSD/SIの支払いを行う。農場認証保有者は
の支払いはレインフォレスト・アライアンスの第三者支払機関が実行
します。*

• 四半期ごとにSD/SIを支払う

＊レインフォレスト・アライアンでは農場認証保有者、ブランドオーナー/梱包業者間のSD/SI
金額の支払を支援するために提供する第三者支払機関の使用を指示しています。
なお、ブランドオーナー/梱包業者がすでにサプライチェーン上の農場認証保有者と直接的な取
引関係があり、その農場認証保有者にSD/SIを直接支払っている場合、農場認証保有者に直接送
金することも可能です。ただし、なおも適用されるSD/SI関連要件への遵守は必要です。



投資計画
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簡略化されたサステイナビリティ投資計画テンプレー
ト

2023年8月1日より、サステイナビリティ差
額投資計画テンプレート（付属文書S16）の
簡略化された更新版が公開され有効化されて
います。

「 Policy Investment Plan template in the 
Tea Sector 」に従い、現在、茶類農場認証
保有者は簡略化された投資計画テンプレート
をもって審査されます。

https://si-form.ra.org/

✓ 簡略化されたデータ収集
✓ ガイダンス付きでユーザーフ
レンドリー

✓ 報告にも役立つオンライン
データ収集

https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/the-investment-plan-template-for-the-tea-sector/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/the-investment-plan-template-for-the-tea-sector/
https://si-form.ra.org/


デモンストレーション
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引き換え（Redeem）

マルチトレースユーザーマニュアルにはマルチトレースの操作方法が示さ
れており、これにはビデオガイダンスも含みます。

リンク:
トレーサビリ
ティユーザーマ
ニュアル

https://dam.ra.org/pages/collections_featured.php?parent=483175
https://dam.ra.org/pages/collections_featured.php?parent=483175
https://dam.ra.org/pages/collections_featured.php?parent=483175


SD/SI報告書（SD/SI Reports）



SD SIに関する請求
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茶類SD/SI請求書

• 「SD/SI報告書」をマルチトレース上で作成し、決定（Finalize）すると、レインフォレ
スト・アライアンスはRedeemを実施した認証保有者に請求書を送付します。

• Redeemを実施した認証保有者は請求金額全額をレインフォレスト・アライアンスに支
払わなければいけません。

• 請求金額全額での支払いを確認できない場合、レインフォレスト・アライアンス
ではRedeemを実施した認証保有者のフットプリント上の生産者への支払いを処
理することができません。

SD/SI報告書

茶類SD/SI請求書

注意）
SD/SI報告書を決定
（Finalize）する
とSD/SI報告書の内
容については変更
することはできず、
請求書どおりにお
支払いいただくこ
とになります。
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生産者への支払

• レインフォレスト・アライアンスでRedeemを実施した認証保有者からの
支払いを受け取った後、レインフォレスト・アライアンスの経理部が生産
者への支払い処理をおこないます。

• レインフォレスト・アライアンスはConveraと提携し、各国の茶類生産者
への国際的な決済を行います。

• 茶類生産者は、RA ID（RA_000######### または ME01_#####）を
使用しConveraに銀行口座情報を登録する必要があります。

₹

生産者

生産者

生産者

Converaに生産者は口座情報を登録

生産者

口座情報



責任の共有に関連する文言
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責任の共有に関連する文言- 今後の展望

“我々は昨年、サプライチェーン上の
生産者に対してサステイナビリティ
差額とサステイナビリティ投資とし
てXYZ円支払いました。”

“我々は昨年、サプライチェーン上の
生産者に対してYXZ円を支援し、彼
らと協力し【投資カテゴリー】への
投資を行い、レインフォレスト・ア
ライアンスでは認証を維持しました”

支払い

支払い

貢献

責任の共有に関するこのような文言の使用を可能にするためには、投資計画から支払いまでのプロセスを円滑に行う必要があります。そ
のためには、サプライチェーンの関係者の皆様がトレーサビリティに参加し、RAのシステムを通じて支払いを開始を必要とします。生産
者とサプライチェーンの関係者を繋ぐデータは、このプロセスを促進することにもつながります。

2024年第１四半期予定



役立つリンク集



役立つリンク集

• 責任の共有: 生産者と企業にとっての持続可能性への価値とコス
トとのバランス(英語版のみ)

• レインフォレスト・アライアン持続可能な農業基準（農場要
件）

• レインフォレスト・アライアン持続可能な農業基準（サプライ
チェーン要件）

• 付属文書第三章：収入と責任の共有（第1.1版）

• 責任の共有：茶類部門にとっての意義とは –茶類部門での責任
の共有についてのアプローチ概要、よくある質問集

• サステイナビリティ投資計画テンプレート

• トレーサビリティ・ユーザーマニュアル

https://www.rainforest-alliance.org/business/certification/shared-responsibility-balancing-sustainability-values-and-costs-for-farmers-and-companies/
https://www.rainforest-alliance.org/business/certification/shared-responsibility-balancing-sustainability-values-and-costs-for-farmers-and-companies/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/resource-item/2020-sustainable-agriculture-standard-farm-requirements/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/resource-item/2020-sustainable-agriculture-standard-farm-requirements/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/resource-item/2020%e6%8c%81%e7%b6%9a%e5%8f%af%e8%83%bd%e3%81%aa%e8%be%b2%e6%a5%ad%e5%9f%ba%e6%ba%96-%e3%82%b5%e3%83%97%e3%83%a9%e3%82%a4%e3%83%81%e3%82%a7%e3%83%bc%e3%83%b3%e8%a6%81%e4%bb%b6/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/resource-item/2020%e6%8c%81%e7%b6%9a%e5%8f%af%e8%83%bd%e3%81%aa%e8%be%b2%e6%a5%ad%e5%9f%ba%e6%ba%96-%e3%82%b5%e3%83%97%e3%83%a9%e3%82%a4%e3%83%81%e3%82%a7%e3%83%bc%e3%83%b3%e8%a6%81%e4%bb%b6/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/resource-item/annex-chapter-3-income-and-shared-responsibility-previous-annex-s14/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/business-ja/%e8%aa%8d%e8%a8%bc/_/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/annex-16-sustainability-investment-plan-template/
https://dam.ra.org/pages/collections_featured.php?parent=483175


Q&A
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質問 回答

１ ロイヤルティはブレンド（バルクを選んだ場合）にもかか
りますか？

ブレンドとバルク作業は異なります。バルク登録はロイヤル
ティの対象ではありせんが、セリングマークの付くStockをブ
レンドする場合はロイヤルティの対象です。
最終製品まで同一箇所で製造している場合は、かかる可能性
があります。参考）スライド８ページ、茶類の責任の共有

FAQ

２ "Rainforest Alliance Royalty Participation fee"の中には
SD/SIに相当する様な生産者への配分を捻出する余力(金
額)は十分に存在しないのでしょうか？

ロイヤルティはあくまでもプログラムの手数料です。トレー
サビリティ、認証マーク使用申請のプラットフォームを始め、
基準開発、保証など様々な活動が紐づいています。それぞれ
意図が異なることをご理解ください。

3 梱包会社海外の場合 日本国内の中間業者（輸入業者）が
Redeem対応していますが、それでも良いのですね？

ブランドオーナー、小売・外食企業がトレーサビリティに関
与しない選択をする場合はPB製品を製造する梱包業者が
Redeemを行います。redeem対応している企業が支払い担
当者となります。

4 小売り業者からの支払いなどでスムーズに行われない場合
はサポートはあるのでしょうか？

RAは関与できません。小売業者と梱包業者間の話合いで解決
していただきます。

5 ロイヤリティーについて：荒茶を購入してブレンド→液体
化まで一貫して製造した場合には それぞれの工程でロイ
ヤリティーがかかるのでしょうか？

ブレンドされていない荒茶を購入しているのであれば、貴社
にロイヤルティが請求されることになります。例えば貴社が
ブレンドされた荒茶を購入している場合、すでにブレンドさ
れた時点でロイヤルティがブレンドを登録した企業に請求さ
れます。ロイヤルティがかかるのはサプライチェーン上で1回
です。

https://www.rainforest-alliance.org/ja/business-ja/%e8%aa%8d%e8%a8%bc/_/
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質問 回答

6 テンプレートは日本語もありますか？ 新・サステイナビリティ投資計画テンプレートは日本語での
ご用意もあります。言語設定を変更してください。

7 この請求書は、日本のインボイス制度の対象になります
か？

恐れ入りますが、関連機関に直接お尋ねください。

8 農場認証保有者による投資計画はオンライン上で検索し
て見られるわけではなく、見たければ各自で認証保有者
に依頼するということでしょうか？

はい、現在農場認証保有者が作成した投資計画をそのまま公
開するという予定はありません。今後投資ニーズを国レベル
の情報として公開することを予定しています。
投資計画の共有を希望される場合、直接サプライチェーン上
の農場認証保有者に依頼してください。

9 複数茶園の荒茶がブレンドされたものをRedeemしてい
ますが、SD/SIは自動的に各農場までトレースバックさ
れて分配、支払いされるということでしょうか。

はい、セグリゲーションで取引された数量をRedeemした場
合でも、レインフォレスト・アライアンスはマルチトレース
上で農場まで辿ることが可能です。

10 ①価格の交渉は直接生産者もしくは第三者機関(コンベ
ラ？）を介しても可能でしょうか？
②SD SI 価格について指標となってますが（ガイダンス
金額）以下のケースもあるのでしょうか？

①茶類の場合、交渉はブランド所有者と包装業者の間になり
ます。サプライチェーン上の生産者と直接取引関係があれば
交渉いただくことも可能かと思いますが、基準要件として生
産者との直接交渉は求めていません。ConveraはSD/SIを生
産者への送金を実施する機関です。②各社の価格設定次第で
すので、あり得るかと思います。
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質問 回答

11 聞き逃して申し訳ないのですが、第3Q（７月ー９月）の
みの実績一覧の表示はどのようにされましたでしょうか。

Redeemが実施された数量のSD/SI報告書のことでしたら、
マルチトレース上でのSD/SI Reportsのタブからアクセス可
能です。IP,MixIPの取引はフットプリントの農場認証保有者
ごとに、SGの取引はReferenceごとにラインが報告書とし
て作成されます。なおRedeemされた製品の種類に関わらず、
すべて荒茶換算です。

12 この登録は 3か月ごとの翌月の１４日までですか？支払
い期限は？

SD/SI報告書は四半期の終了後数日で報告書作成が通知され
ます。すみやかに報告書のFinalize(決定)とAgree（同意）を
完了してください。今後期日について規定が発表された場合
はお知らせ致します。
支払いについて、付属文書第3章の規定のとおり、SD・SI の
請求書に記載された期日まで、かつ翌四半期の末日までに、
四半期の総額を支払います。

13 先ほどの画面ではredeemした案件が一覧で表示されて
いたかと思うのですが、７月ー１０月までredeem処理
していた場合は４か月分が表示されますか？

SD/SI報告書は四半期ごとに作成されます。
請求書の準備になりますので、対象となる四半期ごとになり
ます。

14 続けての質問失礼します。
・包装業者＝消費者へ販売される最終形態の製品を製造
(加工)業者でしょうか？
・ブランド所有者と包装業者がイコールの場合には単体
企業で設定可能と理解でしょうか？

・はい
・ブランド所有者が製造業者（包装業者）の場合は、一つの
企業からお支払いいただくことになります。

15 ブランドオーナーが直接取引のない生産者に対して、SI

を投資することはできますか？
要件としてのSIは、貴社サプライチェーン上の農場認証保有
者に対するものとなります。
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質問 回答

16 SD SI に関して生産者との同意書が必要と理解しておりま
すが、
ブランド所有者と包装業者間で金額を決定するとなれば、
生産者との同意書は不要になりますか？

茶類において、生産者との同意書は不要です。

17 SD/SIの計算結果が0となってしまい、ポップアップにより
Remark欄を記載する様に出た場合は、システム内の計算
結果として0が出力された旨をRemarkに記載すればよろ
しいでしょうか？

別途プレミアムや投資（in kind)含むを貴社サプライチェーン
上の支払っている場合、SD/SI Rateにはゼロと記入して頂い
ても構いませんが、Remarksにゼロ記入の理由を記載してく
ださい。他の投資を行っている場合もSD/SI要件は適用される
ため、必ず要件遵守(この場合は、ゼロである納得できる根
拠）が必要です。審査で要件遵守が確認できない場合は不適
合となります。

18 SI計画の金額が根拠になるのではなく、SIの価格はブラン
ドオーナーに決定権があるのでしょうか？

ブランドオーナー/梱包業者が直接サプライチェーン上の農場
認証保有者との取引などがある場合などは、投資計画を確認
していただくことも可能ですので、投資計画がSI金額の参考に
はなり得ます。そうでない場合は、ブランドオーナーに価格
決定権があります。

19 共有に関連する文言は、どちらで表明するものなのでしょ
うか？

SD/SIに関する文言については、たとえばサステイナビリティ
レポート、年次報告書などで使用いただくものです。

20 SD/SIの設定が行われていますが、支払金額における契約
上の合意はやはり必要でしょうか

農場認証保有者との契約にSD/SI金額に関して明確に規定した
合意書や契約書は、要件として必要としません。小売り・外
食ブランドオーナーと梱包業者間については、契約金額に
SDSIを含めそれをSD/SI金額に反映する必要がありますが、契
約書などにSD/SI金額についてを明記することは求めていませ
ん。
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質問 回答

21 説明済みでしたら申し訳御座いません。SIとSDの金額は
Redeemを行う企業側で任意で設定ができるとの理解で
あっておりますでしょうか。

金額の設定については任意ですが、責任の共有の意義（持続
可能な生産への報酬とコスト共有のバランスを取る）、また
生産者が持続可能な農業のために投資を行い生産を続けてい
ることを理解の上、SD/SI金額を設定してください。

22 請求はブランドオーナー
最終決定権もブランドオーナでよいですか？

SD/SIの請求書はRedeemを実行するブランドオーナーもし
くは梱包業者に送付されます。価格の確定も彼らが行います。
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